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1. はじめに 

2023 年 7 月 21 日に福岡県宮若市で，地元の小
学校 6 年生児童 3 名が溺水する事故が発生した．  

現場は福岡県宮若市で，山口川から犬鳴川への
合流地点である（図-1）．（一社）水難学会では，
水難事故に関する重大案件と判断して，8 月に現
地調査を実施した．ここでは，現地の状況や調査
結果内容を速報する．  

 

2. 現地調査 

 水難学会事故調査委員会（委員長：犬飼）では，2023

年 8 月 25 日に現地調査を実施した，調査時の気温は

アメダス宗像 1)では 29℃であり，水温は 20 度，天候

はほぼ無風の晴天であった，また，事故時の気温は

32℃であった．両日とも前日までに降雨 1)はなく，河

川水位 2)は両日とも同様に低水位であった． 

現地調査時には，後述のように作業員が入水してい

るが，これは水難からのサバイバルを専門に訓練した

水難学会指導員らがおこなった． 

 

(1) 調査準備 

山口川および犬鳴川は，遠賀川水系の 1 級河川
であることから，水域を管理する国土交通省九州
地方整備局遠賀川（おんががわ）河川事務所宮田
出張所へ作業申請をおこなうとともに，現地情報
を提供していただいた．また，申請した作業内容
を関係する宮若市および地元自治会へも連絡し
ていただいた． 

更に本調査では無人航空機を使用予定であった
ことから，国土交通省ドローン情報基盤システム
2.03)で飛行計画の通報をおこなった． 

 

(2) 聞取り調査 
事故発生時に救助活動をおこなった直方（のう

がた）・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部の
方々にお越しいただき救助時の状況を伺った．そ
れによると，事故日の天候や河川水位は調査時の
状況とほぼ同様であるとのことであった． 

また捜索時は，目視での水面捜索後に潜水調査
をおこない，水底のほぼ同じ場所で 3 名を発見し
たとのことである．捜索時の水底の透明度は低く，
ほぼ手探りの状況であったとのことである． 

また，所轄内では水遊びによる水難事故はほぼ
ないとのことであった． 

 

(3) 現地の様子 
図-3および図-4に事故現場の水面上状況を示す．

図-3 より，現場は山口川の犬鳴川への合流地点で
あり，入水場所は現場のすぐ上流側の山口川左岸 

 

 

図-1 事故現場位置 

 

図-2 調査参加者(水難学会事故調査委員会,技術調査
委員会,直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部) 

 

図-3 事故現場の様子（左岸堤防上から） 

 
図-4 入水場所からみた事故現場の水面状況（事故時

と同様，水面が反射して水中状況不明） 



側である． 

図-4は入水場所から現場方向を見たものである．
図より，入水場所では遠浅の水底が確認できるが，
事故発生場所付近は上空の様子が反射しており，
水中の状況は見えない状況であった．これより，
入水場所からは遠浅の地形が続くと誤認しやす
い状況であったと考えられる． 

このように，入水場所付近は遠浅で透明なこと
から，その先でも安全な地形が継続すると錯覚し
て入水し，水深の急増部で溺水する事故事例は，
他でも確認することができる．例えば，2020 年 8

月には宮城県白石川で中学生 2名が溺水する事故
が発生した 4)，この事故は，川岸から沖方向へ延
伸する砂嘴形成部で発生しており，原因は入水部
における遠浅な地形が沖方向まで継続している
と視覚的に錯覚しやすい状況であったからと考
えられる． 

これらより，太陽光の反射や，水の透明度の問
題で，水深が増大する場所での水中の状況が把握
できない状況となることはよくあると考えられ
ることから，入水時には十分注意が必要であると
考えられる． 

 

(4) 無人航空機による上空からの撮影 
無人航空機を用いて現場上空を空撮し，オルソ

画像を作成した．図-5 に現場水域を，図-6 に事故
現場付近を拡大した図を示す．図より，上空から
の撮影画像は水深の変化を把握しやすくなって
おり，事故発生場所は水深が大きいと考えられる
緑色箇所となっていることが分かる． 

 

(5) 事故現場の水底状況の把握 
水底の地形状況を把握するとともに，底質を採

取した．図-7 に，底質の状況と傾斜状況を示す．
図より，底質は礫状であり，それに藻や浮遊物が
付着していた．また，図中の角度計で計測した傾
斜角は約 25 度であった． 

図-8 に採取した底質を示す．図より，10 mm を
越える礫が分布していた．ここでは底質が比較的
大柄で尖った形状の礫であることから，斜面のお
うとつが大きく，さらに既往の河川における水難
事故現場と比較して比較的締め固まった状況で
あった．また，底質表面は藻などで覆われており，
急勾配とあわせて滑落しやすい状況であった． 

図-9 に事故現場での調査者の水深変化を示す．
図では，約 0.6 m の水平移動で約 0.4 m 沈下して
おり，この変化量から推算する傾斜角は約 33 度
となる．これは図-7 に示す計測角の約 25 度より
も大きな沈下量となっているが，これは，人体の
踏込みにより斜面表面で滑動・沈降し，斜角以上
の鉛直変動があったからと考えられる， 

 

(6) 事故現場水域の地形把握 
測量棒を用いて定点での水深を計測するととも

に，測深器により地形を平面的に把握した． 

図-10 に測量棒を用いた実施状況を示す．作業
者の他に補助者および周囲の警戒者を配置し安
全を確保した，また水際での記録者はヘルメット
および浮具を着用し安全を確保した． 

図-11～13に，測深器の概要および使用状況を示 

 

図-5 現場水域オルソ画像（無人航空機航空写真か

ら作成） 

 

図-6 現場水域の航空写真（事故発生場所で水深が

急増している） 

 

図-7 事故発生場所の水底状況および傾斜角度 

 

図-8 事故発生場所の底質 



す．ここでは測深器を浮上式の防水容器に収容し，
作業者が水面移動することで領域の水深を平面 

的に計測した． 

図-14 に，定点測量および面的測量から把握し
た現場水域の地形を示す．図より，入水場所付近
では水深は 0.5 m よりも浅い水域であるが，事故
現場付近では急激に水深が増大し，最大で 2 m を
越える水深地形となっていることが分かる． 

 

(7) 事故発生の検証実験 

 事故発生場所で事故時の人体の沈水状況を検証し

た．朝日新聞 5)によると，事故発生時には児童らは手

を繋いでいたとのことである．実験では，発生場所に

2名の被験者が手を繋ぎながら入水し，先行する被験

者の沈水時の後続者の挙動を確認した． 

実験では，先行者が事故発生場所である急勾配地形

に足を踏み入れると，おうとつの大きい底質表面で，

被験者はバランスを崩しながら沈水した．更に手を繋

いでいた後続者はそれに引きずられてバランスを崩

しながら沈水した． 

 

3.  まとめ 

 事故発生場所は，2 つの河川の合流場所であった．

事故前に降雨はなく，晴天が継続して水位や流況は平

穏な状況であった．現場では，入水場所は浅く水底ま

でがよく見える状況であったが，事故発生場所は太陽

光が入射してくる方向であり，水面が明るく反射する

ことで水中の状況は見えない状況であった．これより，

入水場所から浅い地形が続く地形であると視覚的に

錯覚しやすい状況であった． 

現場の底質は砕石状の小石が堆積し急勾配地形を

形成していた．水底勾配は約 25 度であり，足を踏み

入れると崩壊はしないが表面を滑動および沈降し，身

体は勾配以上に大きく沈下する状況であった． 

地形測量結果より，事故発生場所では急激に増大す

る地形であり，最大水深は 2 m以上の水深であった． 

報道情報により，事故直前には溺水者は手を繋いで

入水していた模様であり，先行者が転倒しながら沈降

することで後続者が先行者に引きずられるようにバ

ランスを崩して沈降したと考えられる．これにより，

3名が溺水したと考えられる． 

今回の事故は河川の合流場所で発生したが，河川が

合流する地形は国内にも多数存在しており，今後とも

類似する地形の場所で事故が発生する可能性がある

と考えられる．例えば，新潟県内でも 2023年 8月 13

日に村上市の門前川と三面川の合流地点で成人男性

が溺水する事故 6)が発生しており，類似する事故発生

防止のための状況把握や，啓発活動などが必要と考え

られる． 

 

 

図-9 事故発生場所の水深変化状況 

 

図-10 水深地形把握状況（測量棒による計測） 

 

図-11 測深器 

 

図-12 測深器使用状況 
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図-13 水深地形把握状況（測深器による計測） 

 

図-14 現場水域の水深 

 

図-15 事故発生時の状況把握実験 

 


